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抄 録
平成8年来、疾病予防活動は成人病予防から生活習慣病予防へと変わってきている。生活習
慣病の予防とは、子どもの頃からのライフスタイルから問題にしなければならない。健康な生
活習慣を子どもの時から身につけるためには、親の影響が大きいところである。
本研究は、次期親になるであろう大学生の保健行動に視点を当て、調査研究を行った。日頃
の生活の実態を把握するとともに、予防保健行動に関し、マイナスに働く影響因子を明らかに
し、プラスの保健行動に転じるための検討を試みたものである。
結果、現在の健康状態として、何らかの自覚症を有する学生が多かった。疲れ安さや体のだ
るさ、起床時の疲労感などを主症状としていた。就寝時間の遅いことや、運動不足・野菜摂取
の不足が生活実態の中から原因として考えられた。
予防保健行動にマイナスに影響する因子として、自分の身体に対する自信と、友人の誘い、
アルバイト、外食であった。プラスに影響する因子として、心配してくれる人がいる事や、病
気体験があった。
これらの調査結果から大学生がプラスの予防保健行動がとれるために、次のことを提言す
る。
1 .習慣化できる運動を身につけさせる教育が必要である。
2.プラスの予防保健行動がとれるためには、個人的働きかけより、友人たちと一緒に働きか
けること、友人同志が支えるビア ・サポートシステムづくりをすることが大切である。
これらのネットワークづくりは、自分のことを心配してくれる人の存在も意味し、より予
防保健行動がとれることに繁がるものである。
3.晴好の面でも、又経済的な面でも、大学生にとって外食は今後ますます活用されることが
予測されることより、健康によい外食づくりを、学生食堂を始め、社会に求めていく事が
必要である。
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はじめに
平成8年に公衆衛生審議会で「生活習慣病Jという概念が紹介され、今日においては従来の
「成人病jと言う言葉より一般化し用いられてきている。従来の成人病としての概念は、2次
的予防の意味合いが強いものであったが、生活習慣病はI次予防に力点を於く概念である。す
なわち、成人病に着目した場合、 成人に達した人が対象の中心となり、疾病の発病と悪化防止
を目指していた。 一方生活習慣病の対象は子どもの時からのライフスタイルに焦点を当て、病
気にならない体づくりを目指すものであることから、健康追求の本来の姿といえよう。
子どもの時からの健康生活習慣作りは、親の関わる部分が大きい訳であるが、親の保健行動
はどのようになっているのだろうか。近い将来親になるであろう大学生の生活を目のあたりに
して、懸念される事が多い。
そこで、本稿に於いては、青年期にある大学生の保健行動に視点を当て、日頃の生活の実態
と、予防保健行動に関し、マイナスに働く要因がどのような状況から生じて来ているのかを明
確にし、プラスの要因に転じるための検討を試みたので、此処に報告する。
大学生のライフスタイルと健康に関しての研究としては、睡眠や食事と健康状態に関する研究
はすでに行われている1,2,3,4ふ）。しかし、大学生の保健行動全般に関する実態と、その影響因
子に関する研究は、散見できない。
I 研究方法
研究期間 ：平成12年2月から 9月
研究対象：介護系大学生 143名
教育系学生 111名
介護系の学生は、健康に関しである程度の専門的知識を有しており、教育系の学生は健康に
関しては一般的知識を有していると捕らえ対照群と した。
研究方法 ：アンケー ト調査（その場での回収のため回収率100%)
アンケート項目について
保健行動から見た生活実態については、宗像6）の 「予防保健行動の行動感覚尺度Jを参考に
し、更に筆者が項目を追加したものを使用した。予防保健行動に関する意識項目は、前記同
様、宗像の「保健行動の動機と負担」を参考に、筆者が予防保健行動の動機に関しプラスの要
因とマイナスの要因を想定し、独自に作成したものを用いた。
E 研究結果
1.大学生の健康状態
現在の健康状態を自覚症状から回答してもらった。その結果、表lの様に介護系学生と教育
系の学生は、同じ傾向を示したO 教育系学生のうち 「大変悪い ・やや悪い」という学生が68%
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おり、介護系学生では「大変悪い・やや悪い」と自覚する学生は64%存在していた。カイ二乗
検定の結果介護系学生と教育系学生に有意差は見られなかった。
「大変悪い ・やや悪い」と判断した主な理由として、介護系学生も教育系学生もどちらも「疲
れやすい」「起床時疲れが残る」「体がだるい」であった。
表1 介護系学生と教育系学生の現在の健康状態
区 分
教育系学生（N=112) 
介護系学生（N=143) 
大変良い ・やや良い
36名（32%)
52名（36%)
大変悪い ・やや悪い
76名（68%)
91名（64%)
次に日頃の生活形態と健康状態との関連性の有無をみると表2の様な結果となった。
介護系と教育系学生に健康状態に有意差のないことから、 一括して大学生として生活形態と健
康状態との間でカイ二乗検定を行った。その結果、有意差は見られなかった。
表2 大学生の健康状態と生活形態との関連
生 活 牙5 ，肯じE，、 大変良い ・やや良い 大変悪い ・やや悪い 検 ，疋A『
家族と同居 91名 41名
別居 76名 47名 1.44 
自炊 62名 34名
自宅・下宿 105名 54名 . 56 
3食摂取 133名 65名
1・2食 34名 23名 1. 108 
早起き（ 7時まで） 128名 69名
遅起き（ 7時以降） 39名 19名 .102 
早寝 (24時まで） 87名 39名
遅寝 ( 1時以降） 80名 49名 1. 395 
サークル活動参加 73名 30名
不参加 94名 58名 2.216 
アルノTイトしている 88名 45名
していない 79名 43名 .056 
2.日頃の保健行動から見た生活実態
健康な生活習慣に影響する因子として、食事 ・運動 ・睡眠・喫煙 ・飲酒などの側面より、 18
項目について「いつも・だいたい・時々 ・滅多に」の4段階について回答を得、点数化し因子
分析を行った。その結果は表3の通りである。
介護系学生では、塩分 ・糖分の過剰摂取・肉食中心 ・間食 ・喫煙 ・飲酒などの生活習慣病を
引き起こす因子に関して、「摂取しないJや、「滅多に摂取しない」等の良い結果が見られた。
得点としては、ほぼ平均以上を示していた。しかし「毎日運動をするJ「野菜の摂取J「規則的な
食事」「休日の活動」「12時前の睡眠」等運動面や食事面の一部に低い値が見られた。特に運動を
全くしていない学生は44%、休日の活動をしていない学生は27%、野菜摂取をしなくても気に
ならない学生が26%であった。
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表3 日常生活に於ける大学生の保健行動
教育系 介護系 全学生 全体について因子分析
日常保健行動 得点平均 得点平均 得点平均 因子1 因子2 因子3
塩辛いもの摂取 3.477 3.492 3.478 
食 甘いもの摂取 3.468 3.323 3.388 . 051 . 012 . 632 
毎日肉料理 3.162 3.352 3.267 一.149 .035 .042 
間食の摂取 3.252 3.119 3.173 .126 .547 .101 
加工食品摂取 3.0日 3.253 3.125 
事 規則的食事 3.135 2. 704 2. 773 . 071 .125 .115 
野菜摂取 2.261 2.197 2.224 .071 一.005 .854 
運
毎日運動 2.117 1. 901 1. 996 .659 .183 .364 
安易な車利用 3.126 3.190 3.161 .029 . 724 .008 
汗をかく運動 3.117 3.183 3.161 .826 一.134 一.004
休日の活動 2.135 2.190 2.173 .415 .327 .298 
動
野外運動 3.126 3.274 3.216 .824 一.072 .064 
12時過ぎ就寝 3.126 2.880 2.984 一.160 . 759 一.002
そ 喫煙 3. 711 3.838 3. 784 の
他 飲酒 3. 783 4.154 3.835 
の
安易な服薬生 3.432 3.478 3.459 
j舌 入浴 2.828 3.049 2.914 
寝具を干す 2.990 3.147 3.086 .056 一.202 .003 
因子分析： 主因子法・ユーザー定義・直交／パリマックス法
教育系の学生では、介護系と同じく、間食・喫煙・ 飲酒などは問題はなかったが、「野菜の摂
取」「休日の活動」「寝具を干すJ等が低い値を示していた。運度に関して、ほとんどしていない
学生が45%を占めしていた。 休日の活動も71%の学生は、活動をしていなかった。野菜の摂取
を気にしていない学生は63%であった。
因子分析の結果、健康生活に影響する因子として、因子lの「毎日の運動J「汗をかく運動」
「野外運動jや 「休日の活動j、因子2では「肉料理」「遅い食事」「間食J「車利用」、因子3では
「野菜摂取Jと「甘味の強いものの摂取」「毎日の入浴」と、運動と食事に関しての因子が高い
値を示していた。
3.予防保健行動の動機づけに関する意識
大学生の予防保健行動の動機となる事項について、プラス要因とマイナス要因から調査し
た。
結果は表4の通りである。
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表4 大学生の予防保健行動の動機づけに関する意識調査結果
項 目 介護系 教育系
マイナス 健康に影響しでも夜更かしをする 65% 44% 
要 因 健康に影響しでも友人の誘いを受ける 46.8% 40.5% 
健康に影響しでもアルバイトをする 44. 7% 32.4% 
健康に影響しでも自信があるので無理をする 42.6% 36.9% 
健康に影響しでも外食をする 40.5% 21.6% 
フ。ラス 心配してくれる人がいるので健康に気を付ける 72% 54.9% 
要 因 健康は大切なので無理をしない 62.9% 63.9% 
病気になる と辛いので早めに手当をする 44% 54.9% 
健康にょいといわれるものは実行する 48% 47. 7% 
家族や自分が病気をしたので健康に気をつける 30% 31. 5% 
介護系学生において、予防保健行動動機づけのマイナス要因として、次の項目が高い割合を
示した。
健康に影響しでも「夜更かしをしてしまう」「友人の誘いを断れない」「アルバイトをするJ「自
信があるために無理をする」「外食をする」とする学生がそれぞれ40%以上いた。健康に自信が
あるとする理由は、「経験上から」を挙げており、「栄養剤を飲んでいるからJとする学生もい
た。アルバイトを断らない理由としては、「自由に使えるお金が欲しい」とする学生が多く、「生
活のため」とする学生は少なかった。中には「休むと迷惑をかける」や、「責任があるJなどを
あげている学生もいた。外食（食堂や市販の弁当などを意味する）に関しては、「美味しいJと
いう理由が多く、「作るのが面倒」、「経済的」、「時聞が無い」等が挙げられていた。
動機づけのプラス要因で、 40%以上を占めるものとしては、
「心配をしてくれる人がいるので気をつける」「健康は大切なので無理をしない」「病気になる
と辛いので早く手当をする」「健康に良いといわれることを実行する」であった。また「家族や
自分が病気をしたことがあるから気をつけるJとする学生が30%いた。
教育系学生で動機づけのマイナスの要因として、 40%以上を示した項目は、健康に影響しで
も「夜更かしをしてしまう」「友人の誘いを受ける」「自信がるので無理をする」「アルバイトをす
る」であった。「健康に影響しでも外食を取る」とする学生は21.6%であった。理由として、健
康に自信があるのは「経験上から」であり、アルバイトでは「自由になるお金が欲しいため」
であり、「生活のため」の学生は少数であった。
プラスの要因として、 40%以上挙げられていたのは「心配してくれている人がいるJ「健康は
大切だから」「病気になると辛い」「良いといわれることを実行する」であった。「家族や自分の
病気をしたことがあるから」とする学生は31.5%であった。
介護系学生も教育系学生も予防的保健行動の動機づけは、同じような傾向を示してはいる
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が、「健康に影響しでも夜更かしをするJ「健康に影響しでも外食をする」「心配してく れる人が
いるからjとする学生が、介護系学生の割合が高かった。
E 考察
健康に対して専門的知識が多少あると思われる介護系学生と、 一般的知識を有すると思われ
る教育系の学生に、差が見られるかという点に関して検討を試みた。健康状態とそれに関連し
ての、生活形態には有意差は見られなかった。
予防保健行動の意識に於いても、健康に影響しでも夜更かしをしたり、外食をすることが、
介護系学生の方が高い割合を示していることから、専門的知識は知識と して持つてはいるが、
実生活を変革するまでの行動には結びついていないのが現状であると考える。
従って、ここでの考察は、大学生全体にいえることと して考察する。
現在の大学生の健康状態をその自覚症状から把握したが、病気にまで至らないが、何らかの
不健康感を感じている学生の多いことが解った。このことは川崎7）が述べている事と同じ傾向
にあることが伺える。
不健康感がどのような原因から生じているのかを、生活形態から検討を試みた。
結果的に親との同居や別居、食事の回数、起床時間 ・就寝時問、アルバイ トや部活参加等い
ずれにおいても、関連性は確認されなかった。しかしながら、大学生の日頃の保健行動をみる
と、明らかな原因というより、それぞれが相互に関連しあっていることが考えられる。
すなわち、調査対象の大学生の日頃の保健行動から考察すると、味付けや、飲酒・ 喫煙 ・間
食等には問題とするところが見あたらなかったが、運動を していなかったり、野菜を摂取しな
くても気にならなかったり、 食事摂取時聞が不規則であったりするところに問題があった。 七
木田7）等の研究からもこのことが立証されている所であるが、バランスのとれた食事が摂られ
ていなかったり、夜遅くの食事摂取は、不健康状態を訴える原因の一つになっていると考え
る。特に運動面においては、ほとんど運動をしていない学生が多い事は、大きな問題で、身体
機能を十分活用していないことが、却って体のだるさや、疲労感を残す原因となるばかりでな
く、将来、生活習慣病を招く事が予測される。
以上のことより、今の大学生にとって、日常生活において、特に指導援助を必要とする保健
行動の因子としては、「運動」と 「食事」に注目する必要がある。特に運動に関しては、日常的
に習慣化されるような運動を、日々 の大学生生活の中に定着させるような働きかけが必要であ
る。食事に関しては、野菜摂取の必要性や20時以降の夕食摂取を控えることなど、より生活に
密着した意識づけの再教育が必要と考える。
大学生にとって、運動や食事を中心とする、予防保健行動がとれるために、どのよう な面で
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動機づけをすることが良いのか。意識調査の結果について、プラス要因とマイナス要因に分け
検討を試みた。
大学生の予防保健行動の動機づけにマイナスに影響する要因の一つは、健康に対しての誤っ
た自信である。
大学生時代は、身体各諸器官は一応の成長を遂げ最も安定した状態にあるといえる。遠藤
他日）も「大学生は多少無理をしても、休養をとりさえすれば、元気快復が実感できる時であ
り、それ故に色々のことで無理をし、健康を害している」ことを指摘している。
ライフサイクルから健康を見つめなおし、現在の日常生活が将来どのように影響していくの
かを考えさせ、予防保健行動に対しての正しい動機づけの出来る健康教育が、大学教育の中に
位置づけられる必要があると考える。
次にマイナス要因として大きく影響するのは、友人である。友人関係は夜更かしにも関連し
ているところであるが、良きにつけ悪しきにつけ、親よりも友人の影響力は大きいと考える。
本調査に於いては、悪い影響を与える要因として設定しているが、影響力の大きいことから考
えると、良い予防保健行動がとれるような友人関係づくりが出来たとき、プラスの動機付けは
確かなものになると考える。学生個々への働きかけよりも、友人を含めた集団への働きかけが
大切である。
アルバイト優先というマイナス要因も大きい。アルバイトは生活費というより、自分で自由
に使えるお金が欲しいという理由で働いている。又働いているうちに責任感も生じ、多少のこ
とがあっても無理をする状況が生まれているようである。自由に使えるお金がほしくアルバイ
トをするというのは「大学生と生活」9）の中でも示されており 、大学生一般にいわれている事
である。アルバイトは、生活力を養つためにも、また社会関係を学ぶ上でも良い体験であると
考える。従ってアルバイトをする場合、アルバイトと健康とのバランスを上手くコントロール
できるよう指導援助することが大切である。
マイナス要因として外食もある。大学生の外食志向が明確に出てきている。外食は日書好の面
でも学生の好みに合っているようである。子どもの頃から外食に親しみ、日書好がそのようにな
ってきていることが考えられる。美味しいことに加え、一人分を作る面倒さや逆に経済的とさ
れることから、今後ますます利用傾向が強くなることが予測される。外食は野菜が不足してい
たり、カロリーが高かったり、味付けが濃い等の問題点が指摘されている。外食が一般家庭に
も浸透してきていることから考えると、外食の利用を阻止することは不可能である。従って、
より健康に良いものを提供する方向に転じてくれることを望むところである。特に学生食堂は
是非この点について検討を重ねていただきたいと考える。
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次に保健行動の動機づけとして、プラスの面での影響要因を検討する。
まず自分の健康について心配してくれる人の存在が大きく影響する事が挙げられる。大学生
にとって家族を含め、人間関係づくりが、予防的保健行動にとって重要であることが改めて明
確化されたと考える。特に仲間同士の共感できる体制作り、ビア ・サポートなどの活動の導入
も、今後考えていく必要があると考える。
また、 自分の今までの経験や家族の病気体験なども、予防的保健行動をとる動機づけと して
は、良い機会であるから、チャンス教育を大切にしたいところである。
大学生は体に良いと言われることを重視する傾向が見られる。このことは情報に敏感である
ことを意味しており、今後その影響力はますます大きくなっていくと思われる。マスメデイヤ
を批判的に見るトレーニングも大学生にとっては大切なことと考える。
大学時代は、将来の自己の健康維持のために、また自分の子どもの健康を保証するために
も、正しい知識を習得し、適切な行動ができることを身につける大切な時期であると捕らえ、
この時期を生活習慣病予防のための、実質の出発点とし、見直す必要があると考えている。
藤沢他10）は健康づくり指導の3要素として、「ヘルス ・モチベーション」「ヘルス ・エデュケ
ーションJ「ヘルス・ プロモーシヨン」を挙げている。自ら健康な行動がとれるためにはこの3
要素が必要となるわけで、それぞれに具体的方法が考察されなければならない。
本研究は、大学生の「ヘルス ・モチベーションjに影響する要因を中心に検討してきたが、
それをいかに「ヘルス・エデュケーション」につなげていくか、方向性を明らかにする事が出
来たと考える。
U まとめ
1 .現在の大学生に改めて、健康な生活習慣を実践する知識技術を身につける教育が必要であ
る。なかでも、運動に関しては、その必要性と、日々の生活の中で、継続して行える身近
な運動を大学教育の中に取り入れることが必要で、ある。
2.正しい保健行動がとれるためには、個人的な働きかけよりも、 影響力の大きい友人をも一
緒に働きかけると効果的である。友達同士が支え合うピア・サポート活動づくり も今後試
みていく必要がある。
3.外食利用は今後ますます一般化してくるものと考える。従って、学生食堂を始め一般企業
に対しでも、 より健康的な外食が作られるよう に働きかけをしていくことが必要で、ある。
4.マスメデイヤを批判的に見ることを日々習慣づける働きかけが大切である。
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